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1. 調査団員・氏名

1. 調査団員・氏名

1-1 基本設計調査団

氏名 担当 所属

萩原 知 総括
独立行政法人国際協力機構 無償資金協力部

業務第三グループ グループ長

井上 啓 計画管理
独立行政法人国際協力機構 無償資金協力部

業務第三グループ 水資源・環境チーム

大栗 久雄 業務主任／地下水開発 日本技術開発株式会社

前野 伸一
維持管理計画/水利地質１

/物理探査 1
日本技術開発株式会社

石田 泰則 物理探査 2 日本技術開発株式会社

小野 健 社会条件調査 株式会社アースアンドヒューマンコーポレーション

宇根 雄二 井戸稼動状況調査 有限会社ワスコ

角谷 晃
給水施設計画/施工計画/

積算
日本技術開発株式会社

伊藤 篤 通訳 株式会社テクノスタッフ

高橋 康二 水利地質 2/業務調整 日本技術開発株式会社

1-2 基本設計概要説明調査団

氏名 担当 所属

西本 玲 総括
独立行政法人国際協力機構

ニジェール事務所長

井上 啓 計画管理
独立行政法人国際協力機構

資金協力支援部準備室 事業調査第三課

大栗 久雄 業務主任／地下水開発 日本技術開発株式会社

前野 伸一
維持管理計画/水利地質１

/物理探査 1
日本技術開発株式会社

伊藤 篤 通訳 株式会社テクノスタッフ
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2. 調査行程

2. 調査行程

2-1 基本設計調査団

日順
月日

(2008)
曜 調査内容 調査場所・移動等

1 1月 5日 土 JICA団員2名（萩原総括、井上担当）、コンサル団員2名（大栗、伊藤）出国 成田→パリ

2 1月 6日 日 JICA団員2名、コンサル団員2名パリ出発、ニアメ着 パリ→ニアメ

3 1月 7日 月 JICAニジェール事務所訪問、先方機関表敬、協議、資料収集 ニアメ

4 1月 8日 火 ミニッツ協議 ニアメ

5 1月 9日 水 ティラベリ州水利局表敬、現場視察 ニアメ

6 1月10日 木 ミニッツ署名 ニアメ

JICA団員2名ニアメ出発、パリ経由で成田へ ニアメ→パリ→成田
7 1月11日 金

コンサル団員（大栗、伊藤）、現地再委託作業、資料収集 ニアメ

JICA団員2名帰国 成田

コンサル団員（大栗、伊藤）、現地再委託作業、資料収集 ニアメ8 1月12日 土

コンサル団員（前野、高橋）日本出国 成田→パリ

コンサル団員（大栗、伊藤） 現地再委託作業、現地調査準備、資料収集 ニアメ
9 1月13日 日

コンサル団員（前野、高橋）パリ出発、ニアメ着 パリ→ニアメ

10 1月14日 月 現地再委託作業、現地調査準備、ティラベリ、テラ県水利局訪問 ニアメ

11 1月15日 火 ティラベリ県、テラ県水利局訪問、資料収集 ニアメ

12 1月16日 水 水利省と協議、現地再委託作業、現地調査準備、資料収集 ニアメ

13 1月17日 木 水利省と協議、現地再委託作業、現地調査準備、資料収集 ニアメ

14 1月18日 金 水利省と協議、現地再委託作業、現地調査準備、資料収集 ニアメ

再委託契約締結 ニアメ
15 1月19日 土

コンサル団員（小野、宇根）日本出国 成田→パリ

資料整理、団内打ち合せ ニアメ
16 1月20日 日

コンサル団員（小野、宇根）パリ出発、ニアメ着 パリ→ニアメ

17 1月21日 月 水利省、他ドナーと協議、資料収集、調査準備 ニアメ

18 1月22日 火 水利省、他ドナーと協議、資料収集、調査準備 ニアメ

水利省、他ドナーと協議、資料収集、調査準備 ニアメ
19 1月23日 水

コンサル団員（角谷）日本出国 成田→パリ

水利省、他ドナーと協議、資料収集、調査準備 ニアメ
20 1月24日 木

コンサル団員（角谷）パリ出発、ニアメ着 パリ→ニアメ

21 1月25日 金 水利省、他ドナーと協議、資料収集、現地調査 ニアメ

水利省、他ドナーと協議、資料収集、現地調査 ニアメ

社会状況調査 ティラベリ22 1月26日 土

現地調査 ザンデール

資料整理、団内打ち合せ、現地調査、業務調整 ニアメ

社会状況調査 ティラベリ23 1月27日 日

現地調査 ザンデール

水利局協議、資料収集、現地調査 ニアメ

社会状況調査 ティラベリ

現地調査 ザンデール
24 1月28日 月

コンサル団員（石田）日本出国 成田→パリ

水利省、他ドナーと協議、資料収集 ニアメ

社会状況調査 ティラベリ

現地調査 ザンデール
25 1月29日 火

コンサル団員（石田）パリ出発、ニアメ着 パリ→ニアメ

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ
26 1月30日 水

現地調査 ザンデール
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2. 調査行程

日順
月日

(2008)
曜 調査内容 調査場所・移動等

大栗、伊藤、角谷：ティラベリ水利局協議、現地調査、ニアメへ移動 ティラベリ→ニアメ

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ27 1月31日 木

現地調査 ザンデール

水利省、他ドナーと協議、資料収集、現地調査 ニアメ

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ28 2月 1日 金

現地調査 ザンデール

資料収集、団内打ち合せ、現地調査 ニアメ

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ29 2月 2日 土

現地調査 ザンデール

資料収集、整理、現地調査 ニアメ

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ30 2月 3日 日

現地調査 ザンデール

水利省、他ドナーと協議、資料収集、現地調査 ニアメ

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ31 2月 4日 月

現地調査 ザンデール

水利省、他ドナーと協議、資料収集、現地調査 ニアメ

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ32 2月 5日 火

現地調査 ザンデール

水利省、他ドナーと協議、資料収集、現地調査 ニアメ

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ33 2月 6日 水

現地調査 ザンデール

水利省との協議、JICA事務所報告、現地調査 ニアメ

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ34 2月 7日 木

現地調査 ザンデール

コンサル団員（大栗）ニアメ出発、パリ経由で成田へ ニアメ→パリ→成田

水利省、他ドナーと協議、資料収集、現地調査 ニアメ35 2月 8日 金

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ

コンサル団員（大栗）成田着 パリ→成田

水利省、他ドナーと協議、資料収集、現地調査 ニアメ36 2月 9日 土

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ

現地調査、資料整理、調査準備 ニアメ
37 2月10日 日

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ

水利省、他ドナーと協議、資料収集、現地調査、資料整理 ニアメ
38 2月11日 月

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ

水利省、他ドナーと協議、資料収集、現地調査 ニアメ
39 2月12日 火

地質調査再委託管理、社会状況調査 ティラベリ

水利省、他ドナーと協議、資料収集、現地調査 ニアメ
40 2月13日 水

地質調査再委託管理、社会状況調査、現地調査 ティラベリ

水利省との協議、JICA事務所報告、現地調査 ニアメ
41 2月14日 木

地質調査再委託管理、現地調査 ティラベリ

コンサル団員（前野）ニアメ出発、パリ経由で成田へ ニアメ→パリ→成田

現地調査、業務調整、報告書作成、資料収集 ニアメ42 2月15日 金

地質調査再委託管理、現地調査 ティラベリ

コンサル団員（前野）成田着 パリ→成田

現地調査、報告書作成、資料収集 ニアメ43 2月16日 土

地質調査再委託管理 ティラベリ

現地調査、報告書作成、資料収集、資料整理 ニアメ
44 2月17日 日

地質調査再委託管理、資料整理 ティラベリ

現地調査、報告書作成、資料収集、資料整理 ニアメ
45 2月18日 月

地質調査再委託管理 ティラベリ

現地調査、報告書作成、資料収集、資料整理 ニアメ
46 2月19日 火

地質調査再委託管理 ティラベリ
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2. 調査行程

日順
月日

(2008)
曜 調査内容 調査場所・移動等

現地調査、報告書作成、資料収集、資料整理 ニアメ
47 2月20日 水

地質調査再委託管理 ティラベリ

現地調査、水利省との協議、JICA事務所報告 ニアメ
48 2月21日 木

地質調査再委託管理 ティラベリ

コンサル団員（角谷、小野、宇根）ニアメ出発、パリ経由で成田へ ニアメ→パリ→

現地調査 ニアメ49 2月22日 金

地質調査再委託管理 ティラベリ

コンサル団員（角谷、小野、宇根）成田着 パリ→成田

現地調査 ニアメ50 2月23日 土

地質調査再委託管理 ティラベリ

現地調査 ニアメ
51 2月24日 日

地質調査再委託管理 ティラベリ

現地調査 ニアメ
52 2月25日 月

地質調査再委託管理 ティラベリ

53 2月26日 火 現地調査 ニアメ

54 2月27日 水 現地調査、資料収集 ニアメ

55 2月28日 木 水利省との協議、JICA事務所報告 ニアメ

56 2月29日 金 コンサル団員（伊藤、高橋、石田）ニアメ出発、パリ→成田 ニアメ→パリ→

57 3月1日 土 コンサル団員（伊藤、高橋、石田）成田着 成田着

2-2 基本設計概要説明調査団

日順
月日

（2008）
曜 調査内容 調査場所・移動等

1 8月 2日 土 JICA 団員井上担当、コンサル 3名、成田発パリ着 パリ

2 8月 3日 日 パリ発ニアメ着 ニアメ

3 8月 4日 月 西本団長参団、JICA事務所打合せ、水利省表敬、協議 ニアメ

4 8月 5日 火 公共保健省表敬、水利省協議 ニアメ

5 8月 6日 水 終日水利省協議 ニアメ

6 8月 7日 木
水利省、ミニッツ協議、ミニッツ署名、JICA事務所報告

JICA 団員井上担当、ニアメ発

ニアメ

ニアメ→

7 8月 8日 金
コンサル団員、追加調査

井上担当パリ着、パリ発

ニアメ

パリ→

8 8月 9日 土 ティラベリ州サイト追加調査 ニアメ

9 8月 10日 日 コンサル団員ニアメ発 ニアメ→

10 8月 11日 月 パリ着 パリ発 パリ→

11 8月 12日 火 成田着 成田着
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3. 関係者リスト

3. 関係者リスト

所属 氏名 役職

M. Tassiou AMINOU Ministre

大臣

M. Issoufu ISSAKA Secrétaire Général

次官

M. Malam Issoufou IBRAHIM Directeur de Direction de l'Hydraulique Rurale

(DHR)

地方水利局 局長

M. Baoua GARBA Directeur adjoint de Direction de l'Hydraulique

Rurale (DHR)

地方水利局 次長

Ministère de l'Hydraulique

水利省

M. Sanoussi RABE Chef de division Hydrogéologie de la Direction 

des Ressources en Eau

水資源局水利地質課長

M. Barebizo ABOUBACAR Directeur Régional

局長

M. Abba TCHOUGOUNE Directeur adjoint Régional

副局長

M. Soumaila AMADOU Chef de service régional des infrastructures

hydrauliques rural

地方水利インフラ課長

M. Harouna Elhadji GARBA Agent, service régional des ressources en eau

州水資源課職員

Direction Régionale de l'Hydraulique de

Tillabéri

ティラベリ州水利局

M. Mato MAMAN Agent DRH /TI

州水利局職員

Direction Départementale de l'Hydraulique

de Tillabéri

ティラベリ県水利局

M. Hamindou ISSAKA Directeur Départemental

県水利局長

M. Djida ADAM Directeur Départemental

県水利局長

Direction Départementale de l'Hydraulique

de Téra

テラ県水利局 M. Zakaria SO Agent

職員

M. Mamane MOUSSA Directeur

局長

Direction Régionale L’Hydraulique de

ZINDER

ザンデール州水利局 M. Issa ABDOULAYE Directeur Adjoint

次長

Direction Départementale de l'Hydraulique

de Mirriah

M. Abdoulalu M. BOUKARI Directeur Départemental

県水利局長

M. Boureima HAMIDOU Directeur de l'Etude et de Planification

計画局長

M. Mamoudou Zainabou

ALZOUMA

Chef de service de la coopération

協力課長

Ministère de la Santé Publique

公共保健省

M. Harou OUMAROU Coordinateur National du Programme

d'Eradication de ver de Guinée

ギニウフォーム撲滅対策国家コーディネーター

Laboratoire Nationale de Santé Publique et 

d’Expertise LANSPEX

ランスペックス鑑定・公衆衛生国立試験場

M. Absi Moumouni Directeur

所長

Dr. Adamou MOUSTAPHA Directeur Régional

州保健局長

Direction Régional de la Santé Publique de 

Tillabéri

ティラベリ州保健局 M. Hamma KADRI Coordinateur Régional du Programme 

d'Eradication du Ver de Guinée

ギニアウォーム撲滅対策州コーディネーター

A - 5



3. 関係者リスト

所属 氏名 役職

Dr. Maigari OUMAROU Chef District Sanitaire de Tillabéri

ティラベリ保健管区長

M. Mamadou AMADOU Coordinateur Sous-régional du Programme 

d'Eradication du ver de Guinée

ギニアウォーム撲滅地域コーディネーター

Direction Départementale de la Santé 

Publique de Tillabéri

ティラベリ県保健局

M. Oumarou AB Technicien d'hygiène, assainissement /

Superviseur ver de Guinée Anzourou, MSP

公共保健省 Anzourou コミューン担当ギニアウォ

ーム撲滅監理者、衛生技術者

Direction Départementale de la Santé 

Publique de Téra

テラ県保健局

M. Hamidou HAMADOU Chef de service Epidémiologie

疫病課長

Dr. Kimba HASSANE Directeur

局長

Ministre de l'Environnement et de la Lutte

contre la Désertification

Bureau d'Evaluation Environnementale et des

Etudes d'Impact

環境・砂漠化対策省 環境評価・影響調査局

M. Bachard LAMINE Chef Service Suivi et Contrôle

フォローアップ・検査課長

Ministère du Commerce, de l'Industrie et de la

Normalisation, Direction de la Normalisation de

la qualité et de la métrologie

商・工業・基準省 品質・較正基準局

M. Bako ILLIASSOU Directeur

局長

Ministère de la Fonction Publique et du Travail

Inspection du Travail de la Région de Niamey

公務・労働省 ニアメ労働監督局

M. Ichiyé CHEKARAOU Adjoint à l’inspecteur de Travail

労働監督官補佐

Direction de la Météorologie Nationale

国家気象局

M. Daouda MADOU Chef Service Climatologie, Ingénieur de la 

Météorologie 気候課長、気象エンジニア

Région de Tillabéri

ティラベリ州庁

M. Ibrahim AOUSSOUK Secrétaire Général 

ティラベリ州次官

Région de Zinder

ザンデール州庁

M. Ibrahim AGOUMO Secrétaire Général 

ザンデール州次官

Préfecture de Mirriah

ミリア県庁

M. Malam Amadou MAMANE Secrétaire Général

ミリア県次官

Université de Niamey

ニアメ大学

Dr. Moussa HAROUNA Département de Géologie

地質学科

CREPA (Centre Régional de l’Eau potable et de

l’Assainissement)

飲料水と下水 地域センター

M. Zabeirou YACOUBA Directeur Résident CREPA Niger, Ingénieur 

Hydraulique ニジェール・クレパ駐在所長

水利エンジニア

Mme. Aissa OUAHIDO Analyste au Programme Environnement

環境プログラム・アナリスト

UNDP

M. BOUBE Ibrahima Expert Hydrogéologue à l’UAG/PNEDD

長期開発のための国家環境プログラム/管理支

援ユニット、水利地質専門家

M. Ibrahim BA Chargé de Programme Principal, Direction du

développement et de la coopération DDC

DDC開発協力局、メインプログラム担当

Coopération de la Suisse

M. Urs STUDELI Coordinateur, Programme Infrastructures

HIMO-Téra インフラプログラム・コーディネーター

UNICEF M. Moustapha NIANG Water and Sanitation Specialist, Unicef Niger

ユニセフ・ニジェール、水と衛生専門家

Union Européenne （EU）, Délégation de la 

Commission Européenne en République au Niger

欧州委員会ニジェール国代表部

M. Baudouin PIRE Chargé de Programme

プログラム担当

DANIDA M. Sandao ISSOUFOU Hydrogéologue

水理地質技術者
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3. 関係者リスト

所属 氏名 役職

Mme. Keith PORTER WASH CoordinatorGOAL Niger

M. Abdou MAYAK WASH Program Manager

M. Ango MAYAKI AdministrateurWorld Vision Zinder

M. Hadji RABIOU Coordinateur

日本関係者

水利省 中野 美穂 水と衛生に関する IEC 専門家

JICA ニジェール事務所 西本 玲

水口 大

日景 三保子

事務所長

企画調査員

JOCV 隊員、感染症対策
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和訳

協議議事録

ニジェール共和国

ティラベリ州ギニアウォーム撲滅対策飲料水供給計画基本設計調査

ニジェール共和国（以下「ニジェール国」）政府の要請に基づき、日本国政府は、ティラベリ州ギ

ニアウォーム撲滅対策飲料水供給計画（以下「プロジェクト」）に関する基本設計調査を実施するこ

とを決定し、その調査を独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」）に委託した。

JICAは、無償資金協力部業務第三グループ長 萩原知を団長とする基本設計調査団（以下「調査

団」）をニジェール国に派遣した。調査団は、2008年1月6日から2月29日まで同国に滞在する予定であ

る。

調査団は、ニジェール国政府関係者と協議を行なった。

協議の結果、両者は付属書に記載されている主要事項を確認した。本調査団は調査を継続し、基本

設計調査報告書を取りまとめる予定である。

ニアメ、2008年1月10日

萩原 知

総括

基本設計調査団

独立行政法人国際協力機構

日本

M. Issoufou Issaka

次官

水利省

ニジェール共和国
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付属書

1. プロジェクトの目的

本プロジェクトは、人力ポンプを備えた深井戸を建設し、飲料水を供給することにより、対象地域住

民の健康状態及び生活水準を改善することを目的とする。更に正確に言えば、本プロジェクトは、対

象地域において、ギニアウォーム撲滅に貢献するものである。

2. プロジェクト対象地域

本プロジェクトの対象地域は、ティラベリ州テラ県及びティラベリ県である。

プロジェクト対象地域の位置図は、Annex-1に示されている。

3. 責任および実施機関

責任機関（施主）は、水利省である。実施機関は地方給水局であり、現場においてはティラベリ州水

利局及びテラ県水利局・ティラベリ県水利局に業務が引き継がれる。

水利省組織図は、Annex-2 に示されている。

4. ニジェール国政府からの要請内容

両者の協議の結果、以下の項目がニジェール国政府により要請された。

１）ティラベリ州 テラ県・ティラベリ県における、120本の人力ポンプ付深井戸建設

２）水管理委員会の組織化支援、及びIEC手法を活用した衛生に関する啓発活動

３）水質分析（物理・化学・微生物）機材 3セットの調達

４）ポンプ修理用工具箱の調達

ニジェール国側は、必要に応じて青年海外協力隊の派遣を要請する。

5.日本の無償資金協力制度

5-1 ニジェール国政府は、調査団から説明を受け、2007 年 8 月 14 日付ミニッツ Annex-1、2 に記載

されている、日本の無償資金協力制度、およびニジェール国政府により取られるべき必要措置

について理解した。

5-2 ニジェール国政府は、プロジェクトの速やかな実施のために、日本の無償資金協力の実施条件と

して、必要な措置を取る。

6. 調査予定

6-1 調査団のコンサルタント団員は引き続き 2008年 2月 29日まで詳細調査を行う。

6-2 JICA は基本設計概要書を仏文で作成するとともに、基本設計概要説明調査団を 2008 年 5 月下

旬頃に派遣し、基本設計概要についてニジェール国側に説明するとともに、ニジェール国側の

必要準備事項を確認する。
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6-3 基本設計概要書の内容について、ニジェール国側に原則的に受け入れられた場合、JICAは基本

設計調査報告書を作成し、これを 2008年 9月頃ニジェール国側に送付する。

調査を速やかに実施するために、ニジェール国政府は以下の便宜を図ることを約束した。

（１） 調査実施に必要な、適切かつ入手可能なデータ、情報、資料を調査団に提供する。

（２） 調査団から提示された質問票に対する回答を提出する。

（３） 調査団のために関係機関とアポイントを取り、会議を設定する。

（４） プロジェクト対象地域における調査団の移動の便宜を図る。

（５） ニジェール国政府関係諸機関及び在ニジェール国際諸機関より提供される、本調査に必要不

可欠なデータ及び情報の収集に協力する。

（６） 調査団員の安全を保障するために、必要な措置を取る。

（７） 調査報告書作成のために、調査に必要であり、かつニジェール国政府の認可を受けるべきデ

ータ、情報、地図、資料を、調査団がニジェールから日本へ持ち出しできるように、便宜を

図る。

7. その他事項

7-1 成功井の本数

双方は、本プロジェクトにおける掘削成功井数を最大 120 本とすることを再確認し、同一村落に

おいて複数の井戸を掘削する必要性・妥当性が認められた場合には、協力対象村落数が 120 以下

となることを確認した。

7-2 ニジェール国側の人力ポンプ付深井戸建設の要請村落

日本側は、基本設計調査の限られた期間を考慮すると、予備調査時にニジェール国側から提出さ

れた 230 村落を 190村落に絞りこんで基本設計調査を実施することを提案し、ニジェール国側は

同意した。

日本側は、ニジェール国側が設定した優先順位に従い、リストのうちテラ県について上位より

65 村落を協力対象候補（優先度 A）、66 番目から 103 番目までを代替村落候補（優先度 B）とし、

ティラベリ県は同じく 55 村落を協力対象候補、56 番目から 87 番目までの村落を代替村落候補

として調査すること、また残りの村落は優先度 C とすることを提案し、ニジェール国側は同意

した。

なお、双方で合意した調査対象村落リストは Annex-3 のとおり。

双方は、予備調査で確認した深井戸建設対象村落の選定基準を以下のとおり再確認した。

－ギニアウォーム症患者の発生状況

－水の需要（人口）

－既存の給水施設

－水理地質条件

－地下水質条件

－他ドナーとの重複がないこと

－水管理委員会の組織能力

－住民による維持管理費分担金（15 万 CFA）支払の約束
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－水利施設のメンテナンスを自己負担にて行うことに住民が合意すること

双方は、対象村落の選定に際し、ギニアウォーム症の発生有無は考慮するが、現在ギニアウォ

ーム症の発生が記録されていない村でも、給水施設を建設する必要性が高いと見られる場合に

は対象とし得ることに合意した。

7-3 給水施設運営維持管理体制

日本側は、無償資金協力においては施設の維持管理がプロジェクト実施に当たって極めて重要で

あることを説明し、ニジェール国側は理解した。

日本側は、ニジェール国側から要請されている水管理委員会の組織化支援及び IEC 手法を活用

した衛生に係る村落啓発活動について検討する旨を説明した。日本側は運営維持管理に必要なニ

ジェール国側の負担事項は基本設計概要書に記載する旨を説明し、ニジェール国側は理解した。

7-4 他ドナーとの重複の回避

ニジェール国側は、本計画の要請サイトは他ドナーの協力予定村落と重複がないことを説明した。

7-5 ザンデールでの日本の無償資金協力で建設した井戸稼働状況の調査

日本側は、本調査において、過去ザンデールで無償資金協力で建設した人力ポンプ付深井戸260

本全数の稼動状況を調査することを説明した。

ニジェール側はこれに合意し、ザンデール地方水利局を通じてデータ及びカウンターパートの

提供など必要な協力を行うことを説明した。

（以下、和訳割愛）

Annex-1 プロジェクト対象地域位置図

Annex-2 水利省組織図

Annex-3 調査対象村落リスト
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4-2 基本設計概要説明調査 仏文
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和訳

ニジェール共和国

ティラベリ州ギニアウォーム撲滅対策飲料水供給計画

（基本設計概要説明調査団）

ニジェール共和国（以下「ニ」国）政府の要請に基づき、日本国政府は、「ティラベリ州ギニアウ

ォーム撲滅対策飲料水供給計画」（以下「プロジェクト」）に関する基本設計調査の実施を決定し、そ

の実施を独立行政法人国際協力機構（以下 JICAという）に委託した。

JICAは、基本設計調査団を 2008 年 1 月から 3 月にかけて「ニ」国に派遣し、「二」国政府との協

議、現地調査、国内解析を通じ基本設計概要書を作成した。

JICAは、基本設計概要書の内容の説明および協議のために JICAニジェール事務所長西本玲を総括

とする基本設計概要説明調査団（以下、調査団という）を 2008年 8月 3日から同年 8月 10日まで「二」

国に派遣した。

協議の結果、両者は附属書に述べられている主要事項につき合意した。

ニアメ、2008年8月7日

西本 玲
総括
基本設計概要説明調査団
独立行政法人国際協力機構
日本国

M. Issoufou Issaka
次官
水利省
ニジェール共和国
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附属書

１．基本設計概要書の内容

本プロジェクトは、「ティラベリ県およびテラ県に対し、人力ポンプを備えた深井戸給水施設を

建設し、衛生的な飲料水を供給するとともにソフトコンポーネントによる給水移設の運営･維持管

理体制強化を図ることにより、対象地域住民の健康状態及び生活水準を改善すること」を目的とし

ている。また、本プロジェクトは、対象地域において、ギニアウォーム撲滅に資するものである。

「二」国政府は本調査団が説明した基本設計概要書の内容について合意し、受け入れた。主な計

画概要は、以下の通りである。

【施設建設】

・ ティラベリ県：人力ポンプ付き深井戸給水施設建設 57 箇所

・ テラ県：人力ポンプ付き深井戸給水施設建設 63箇所

【ソフトコンポーネント】

・ 対象村落毎に設立される水管理委員会の組織化および運営・維持管理体制の整備を行う。

・ コミューン責任者に対しては、給水施設の維持管理手法について教育を行う事により水管理

委員会へのサポート能力の向上を図る。

【機材調達】

・ なし。

【裨益人口】

約 50,000人（2011年）

２．日本の無償資金協力制度

調査団は、2007年 8月 14 日に「二」国側と予備調査団との間で合意・署名された協議議事録の

別紙 1及び 2 に記載されている日本国の無償資金協力制度、及び「ニ」国側により取られるべき必

要措置について再度「ニ」国側に説明し、「ニ」国側はこれを理解した。

３．調査日程およびプロジェクトの実施

JICAは基本設計最終報告書を作成し、2008年 10月中を目途に「二」国政府に送付する。

JICA が作成した基本設計報告書を基に、日本政府が、本プロジェクトが無償資金協力案件とし

て適当であるかを審査した上、閣議請議が行われる。閣議により承認されたならば、日ニ両国政府

による交換公文の署名によって正式決定に至り、本プロジェクトが実行に移される。

４．その他の協議事項

（１）事業予算見積について

調査団は「ニ」国側に対し、Annex-1の通り概算事業費を説明した。また、調査団は「ニ」国側に

対し、本概算事業費や基本設計概要書の内容については、適正な本体工事の入札を行うため、入札が
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完了するまでは複製や第三者への情報漏洩が無いよう厳重に情報管理される必要があることを説明

し、「ニ」国側はこれに合意した。

（２）代替村落リストの取り付け

調査団は、「ニ」国側に対し、BD 現地調査および国内解析の結果、水量・水質上問題があると判

断された地域を除くと、当初要請の 230 村落から 79 村落に対象村落数が減少し、失敗井が出た場合

の代替村落が足りない事から、本調査時に水量・水質に係る地下水ポテンシャルが比較的高いと判断

された地域において、追加の代替村落リストが必要であると説明した。「ニ」国側はこれに合意し、

約 70 の代替村落を選定のうえリストを作成し、速やかに JICA ニジェール事務所に提出することを

約束した。

調査団は、本プロジェクトの対象村落の一部が UNICEF による給水プロジェクトと重複している

という情報を得たことを「ニ」国側に伝え、今後、他ドナーと協力対象村落が重複しないよう申し入

れた。「ニ」国側は、UNICEF プロジェクトは規模が小さく、本プロジェクトに与える影響は小さい

と説明するとともに、水利省として同様の事態が生じないよう十分配慮するとともに、ドナー間で然

るべく調整を図ると回答した。

調査団は、UNICEF プロジェクトと重複した村落については、本プロジェクトの協力対象から除外

することも含めて詳細設計時に検討し、除外する場合は代替村落に協力対象を変更する旨、「ニ」国

側に説明し、合意を得た。

（３） 「ニ」国側負担事項の確認

調査団は「二」国側に対し、本プロジェクトのソフトコンポーネントで水管理委員会及びコミュー

ン責任者に対して給水施設の運営･維持管理手法を指導する計画があることを説明し、コミューンの

人員体制が整っているか「ニ」国側に質した。「ニ」国側は、コミューンの規模によって、組織体制

は異なるものの、全てのコミューンにおいて水管理委員会の活動を監督する職員が配置されていると

説明した。

調査団は、テラ県内に設置する予定の資材置き場の確保状況について質したところ、「ニ」国側は、

既にテラ市より 5,000㎡の土地使用許可を得ており、本プロジェクトで日本側が使用可能であると説

明した。また調査団は、日本側施工業者が資材置き場の敷地に簡易フェンスと仮設事務所を設置する

ことになるであろうと説明した。

他、本案件に固有の「ニ」国側負担事項として、以下があることを調査団は説明し、「ニ」国側は

予算措置を含めこれらに適切に対応することを確約した。

１） 本プロジェクト実施に係る C/P（水利本省、州・県水利局、コミューン）の配置及び費用負担

（日当・宿泊など）
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２） ベースキャンプ用地の確保、深井戸建設用地の確保と整地

３） 掘削地点近傍のアクセス道路の整備

４） 村落住民の部分的な役務提供（柵の設置など）

５） 輸入資材の迅速な通関手続き

６） 施設供用後の水管理委員会による給水施設の運転・維持管理に対するモニタリング、フォロー

アップ

（４） 給水施設運営維持管理体制

調査団は、無償資金協力においては施設の維持管理がプロジェクト実施に当たって極めて重要であ

ることを説明し、水管理委員会の活動を監督するコミューン責任者に対して、州・県水利局を通じて

然るべく指導するよう申し入れ、「ニ」国側はこれに合意した。

（５） 環境アセスメント

調査団は、本プロジェクト実施に係る「二」国内の環境アセスメントについて、基本設計概要書を

環境省に提出し、書面にて承認を得たうえで遅くとも 2008 年 8 月中には同認証書類（写）を JICA

ニジェール事務所に提出するよう申し入れ、「ニ」国側はこれに合意した。

別添１：概算事業費（極秘）

別添２：日本の無償資金協力と両国の負担事項
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